
平成 25年 1月 1日 

安倍内閣総理大臣 平成 25年 年頭所感 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

 

 昨年末、第 96代内閣総理大臣に就任いたしました。新たな年を迎え、この三年あまりで

失われてしまった政治への信頼を取り戻し、未来へ向けた新しい国づくりに邁進していく決意

を新たにしています。 

 

 遅れる復興、長引くデフレ、そして、我が国固有の領土・主権に対する挑戦。我が国は、

今、危機的状況に置かれています。安倍内閣に課せられた使命は、こうした危機を突破

し、経済、教育、外交を着実に建て直し、暮らしの安心を取り戻していくことです。 

 

 政治への信頼を取り戻すために、実現不可能な空虚な言葉は要りません。何より大切な

のは、スピード感と実行力です。 

 

 人物重視、能力重視で人材を集め、重厚な布陣を敷きました。組閣時、すべての閣僚に

「経済再生」「復興」「危機管理」の三つに全力で取り組むよう指示いたしました。安倍内閣

は、危機突破に向けて、一つ一つ「結果」を出していくことにこだわり続けます。 

 

 日本にとって何より喫緊の課題は、デフレと円高からの脱却による経済の再生です。 

 

 最初の閣議で、早速、経済再生の司令塔として内閣に「日本経済再生本部」を設置

し、早急に緊急経済対策をとりまとめ、補正予算を編成するよう関係閣僚に指示いたしまし

た。新年早々に「経済財政諮問会議」を再起動し、来年度予算や税制改正の作業も急

ピッチで進めてまいります。 

 

 大胆な「金融政策」、機動的な「財政政策」、民間投資を喚起する「成長戦略」が経済

再生の「三本の矢」です。 

 

 頑張った人が報われ、今日よりも明日の生活が良くなると実感できる日本経済を取り戻す

ために、内閣の総力を挙げて、経済政策を強力に進めてまいります。 

 

 忘れてはならないのは、二度目の冬を迎え、未だに仮設住宅などで不自由な生活を送ら

れている被災地の皆さんのことです。就任最初の訪問地として、私は迷うことなく福島を選び



ました。未だ故郷に戻れない方々の厳しい状況に正面から向き合い、被災者の心に寄り添

っていかなければなりません。 

 

 除染や生活再建など課題は山積していますが、これまでは縦割り行政の弊害や現場感

覚の欠如によって対応が滞っていると多くの指摘を聞きました。安倍内閣では、政府内の縦

割りを廃するため、東電福島原発事故からの再生を福島再生総括大臣の下に一元化し、

被災地の現場でスピーディに決定し、実行できる体制を整えます。これにより、早期の帰

還、復興を実現してまいります。これからまとめる経済対策でも、復旧・復興に思い切って予

算を投じ、被災地の復興を加速させます。 

 

 昨年は、我が国の領土・領海・領空を巡り、様々な事件がありました。安倍政権では、日

米同盟を一層強化するとともに、近隣諸国との関係を立て直し、アジアの成長を取り込みま

す。 

 

 そして、広く世界を俯瞰して、自由、民主主義、基本的人権、法の支配といった基本的

な価値に立脚した戦略的な外交を大胆に展開します。国民の生命・財産と領土・領海・

領空を断固として守り抜くため、国境離島の適切な振興・管理、警戒警備の強化なども進

めてまいります。 

 

 もちろん、大規模災害や重大事故などの危機管理対応に 24時間 365日体制で万全

を期してまいります。 

 

 日本の将来を担っていく子どもたちは、国の一番の宝です。我が国の教育を立て直し、世

界トップレベルの学力、規範意識、歴史や文化を尊重する態度を取り戻すため、教育の再

生を進めます。 

 

 「暮らしの不安」を取り除き、安心社会を作り上げることも、安倍内閣の重要課題です。

国民の命を守り、競争力を高めるための国土強靭化対策を進めます。 

 

 持続可能な社会保障制度を確立するために、自民、公明、民主の「三党合意」に基づ

き、社会保障・税一体改革を継続します。女性が活躍し、子どもを生み、育てやすい国づく

りも、前に進めてまいります。 

 

 安倍政権に課せられた使命は、まずは「強い経済」を取り戻していくことです。成長していこ

うとする気概を失った国に、未来はありません。矢継ぎ早に政策を実現することで、成長して



いく。そうした明るい未来を目指し、国民一丸となって、「強い日本」を取り戻していこうでは

ありませんか。 

 
  
 

 年の初めに、国民の皆様の御理解と御協力を切にお願いするとともに、皆様のご健勝とご

多幸をお祈りして、新年のご挨拶とさせていただきます。 

 


